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Abstract M. A. Fenton, a pioneer lepidopterist in Japan, had been well-known as a respected 
English teacher in Tokyo, but the motive and time of his trip to Japan has been quite unknown. 


The articles informing the marriage of M. A. Fenton's sister at Edo on 2nd Aug. 1873 were found 
in English newspapers published at Yokohama. It was confirmed from other articles that “Mr. 
Fenton" arrived at Yokohama on 28th July 1873 by a British steamer from Hongkong. 


The attendance at his sister's wedding was presumably the direct reason for Fenton's visit to Japan. 
On his arrival in Japan, he found a job to work in Japan as an English teacher of a foreign employ- 
ee. It might have supported financially his long stay in Japan afterwards. As an amateur naturalist 
of the Victorian age, his primary motive to visit Japan might have been enhanced by the acute inter- 
ests over the Japanese insect fauna. 


He left Japan on 4th Apr. 1880 after his 6-year and 8-month stay in Japan. During that period, his 
collecting tours were made thrice in the eastern mainland of Japan and twice in Hokkaido, resulting 
in many new findings of butterfly and moth species. After he went back to England, he worked as 
H. M. Inspector for decades. 


Correspondence between Fenton and Riley, N. D. of The British Museum is shown in this paper. In 
the 1913 letters, Fenton sent lepidopterous specimens from Canada two times, requesting BM to 
purchase them. His collection of the Japanese butterflies including type specimens were already de- 
posited in the Museum at the time of 1921. As appeared in the letters of 1923, after consultation 
between them, the specimens were registered by BM in 1923. 


Key words M. A. Fenton, foreign employee, Yatoi English teacher, Avoca, Rymer-Jones, marriage 
ceremony, butterfly, The British Museum, A. G. Butler, N. D. Riley, H. M. Inspector. 


1. は じ め に 





明治 の 初頭 に 日 本 を 訪れ , 蝶 賊 の 採集 と 記載 に 頁 献 し た 英国 人 Montague Arthur Fenton に つい て は , 近 
年 その 生涯 ・ 人 物 像 が 概略 判っ て きた (松田 ・ 中 村 ,2003: 中 村 , 2007). そこ で は 単なる 採集 家 で は な く , 
豊富 な 知識 を 持ち , 若き 日 の 石川 千代 松 を 通じ 日 本 に 近代 的 な 昆虫 研究 法 を 伝達 し た 昆虫 学者 の 側 
面 が 推測 出来 る よう に な っ た . これ まで は 英国 か ら 招 か れ 日 本 に 滞在 し た 英語 教師 「 蝶 好き の お 雇い 
外国 人 」 で (江崎 , 1955), ABO 5 EG BUERAR AZ II A72 E D AC do OR. し か し 最近 , 彼 が 英語 
教育 の 為 に 日 本 に 招 聴 され た と は 考え られ な い 記 録 が 見 出さ れ (松田 ・ 中 村 , 2005), 本 来 の 訪日 の 具 
体 的 な 動機 と 時 期 が 改め て 関心 事 と な っ た . 


Fenton が 得 た 大 部 分 の 昆虫 資料 は 農 ・ 峨 を 中 心 に 大 英博 物 館 [| 自然 史 部 門 ] の 建設 ・ 移 転 が 1880 年 代 , 
組織 的 独立 は 1961 年 な の で 略称 ] の A. G. Butler ら の 手 を 通じ て 記載 され た . この こと か ら Fenton 2385 









































* 本 報 の 骨子 は 日 本 鱗 凌 学会 54 回 大 会 で 報告 し た (2007 年 , 新潟 ). 
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日 前 に 同 館 と 密接 な 関係 を も b, 相当 程度 の 準備 を 整え て 日 本 を 訪問 し た こと は 推測 出来 た . 


今回 , 来 日 の 理由 と 密接 に 結び つく と 判断 で きる 新聞 記事 を 見 出し , 来 日 の 動機 及び 時 期 を ほ ば 確定 す 
る こと が 出来 た . 英語 学校 が Fenton の 来 日 後 , 教師 雇用 を 上 申し た 文書 も 特定 で きた . また 彼 が 大 英 
博物 館 専 従者 と の 交信 し た 記録 を 入手 し , Fenton と 大 英博 物 館 の 関係 , 監 集 し た 日 本 産 蝶 類 の 標本 の 
処置 経過 を 知る こと が 出来 た . これ ら の 事実 か ら , 従来 の 見 方 , 即ち 「 お 雇い 外国 人 ・ 英 語 教 師 」 が 副 
業 に 行っ た | ERRE] Til <, 昆虫 相 調 査 が Fenton 日 本 訪問 の 意図 的 目標 だ っ た と 見 な す の が 受 
当 と 思え る . [以下 , 敬称 略 ] 















































2. 来 日 に 関す る 記録 





当時 横浜 で 発行 され た 英字 新聞 各紙 に は 出入 港 し た 船舶 名 と 乗船 者 名 短 が 記録 きれ て いる . 紙面 の 
PAM RENE SBA ある が 貴重 な 資料 で ある . Fenton の 英語 教師 発令 [1874 年 1 H 24 
日 1] か ら 遡 っ て 該当 事項 を 捜し , 1873 年 の The Japan Weekly Mail [8 月 2 A] に 関係 記事 を 見 出し た . 同 
様 の 記事 は The Japan Gazette [8 月 5 A] 及び The Japan Mail [8 月 6 日 ] に も 掲載 され て いた ( 北 根 ・ 鈴 木 , 
1997). 即ち , 香港 発 で 横浜 着 1873 年 7 月 28 日 の 英国 汽船 Avoca 号 の 乗客 名 筐 に , Miss A. Fenton, Mr 
Fenton の 名 前 が 見 られ た . Fig. 1 に は 保存 紙面 の 潤い The Japan Gazette の 復元 を 示す . ここ で は 28 日 
着 と 読め る が , 他 2 紙 で は 22 日 着 と ある . 香港 - 横 浜 間 の 4yocg 号 就航 が 一 周期 約 28 日 で ある こと 
(Table 1), P. & O. 社 の 教示 [7 項 後述 ] か ら 22 日 着 の 記事 は 28 日 の 誤植 と 判断 し た . 




















The Japan Gazette Mail Summary 
YOKOHAMA, TUESDAY, AuaUsr fru, 1873. 





ATI LST 


Jele te d TEE SOC ag ns to seu, da Z0, from 
quud s TOM. ESA 


July 98, Buc str. A voca; Andrews, 1,008, from Hong- 





kong, general, to P. & O. Co. 
Ju.v wo, b. Ss ^as at, M.. ee fy PND L035, 


te N Uu n ud Koba. 









Per 
Misa A. Fenton, div. Featou, | Commander Douglas, 
Lieur, G, W. Jones. Lieut. C. Y, Baillie, Messra W P. 
Fig. 1. Fenton 日 本 到着 の 英字 新聞 記事 [The Japan Gazette 1873 年 8 月 5 日 ] ( 北 根 ・ 鈴 木 , 
1997) [不鮮明 な 紙面 を 修正 復元] 
The newspaper article informing the arrival of Fenton in Japan [The Japan Gazette, 5th Aug. 
1873, retouched from faint original print]. 





Avoca from, Hongkong. 











Table 1. 横浜 で の 4yocg 号 出入 港 記 録 . 北 根 ・ 鈴 木 (1995, 
1997) 

Table 1. Arrival and departure records of the British steamer 
Avoca at Yokohama Bay. (After Kitane & Suzuki, 
1995, 1997 


Date (H H) In or out (Hi A15) Newspaper (掲載 紙 ) 
3rd, June — Arrival (from Hongkong) a,c 
11th, June Departure (for Hongkong) b 





Ist, July Arrival c 
9th, July Departure b,c 
28th, July Arrival b, a & c (rec. 22nd) 
6th, Aug. Departure a 
a) The Japan Weekly Mail, b) The Japan Gazette, c) The 
Japan Mail. 
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MARRIED. 
On the 2nd August, ut H. B. M.'s Legation, Yedo, _ 
HicHARD OLiVER Ryser Jones, fourth son of Thomas Fig. 2. Fenton 姉 の 結婚 記事 [The Japan Gazette, 


tymer Jones, F. R. 5, F. R. C. S., of Kensington yos 

Parlc, Londan. to Isang,.LA Mary Fenton, fourth 1873 4 8 月 5 日 ] ( 北 根 Si As, 1997). 
daughter of Charles Ducker fenton, M. D., Doacaster, The article of marriage ceremony of I. M. 
Yurkebire, Fenton [The Japan Gazette, 5th Aug. 1873]. 





First Name 2372 4, この 記事 で M. A. Fenton 本 人 と は 確認 で き な い . [8] C Fenton 姓 の 未婚 女性 名 と 並ぶ 
記事 だ っ た . これ は 教師 発令 より 約 6 ヶ 月 早い が , この 間 同 記事 以外 に 該当 する 乗客 名 は な か っ た . 























3. 日 本 で の 姉 の 結婚 記録 


や が て 同日 の 新聞 The Japan Gazette [8 月 日 ] 冒頭 部 分 に Fig. 2 の 記事 が ある こと が 判明 し た (松田 , 
2007). 即ち , Fenton 姓 の 女性 Tsabella Mary が 8 月 2 日 江戸 ・ 英 国 公 使 館 で 結婚 し た 内 容 で , 父親 の 名 前 
も 記載 され る . The Japan Mail [8 H 6 日] に も 同じ 記事 が あっ た . 既に 知り 得 た M. A. Fenton の 父親 名 
[Charles Ducker Fenton] と の 一 致 か ら , この 女性 が M.A. Fenton の 姉妹 と 確認 で きた . 英国 Doncaster 市 
役所 の 記録 で Isabella は 1848 年 1 月 20 日 生 と 知り , Montague よ り 2 歳 年 上 の 姉 と 判っ た . 


この 事実 か ら ,7 月 28 日 [挙式 5 日 前 ] に 横浜 に 到着 し た 船 の 乗客 Miss A. Fenton, Mr Fenton は 花嫁 関係 
者 で , 結婚 式 の 為 来 日 し た と の 見 方 が 有力 と な っ た . 一 方 Doncaster 市 役所 の 調査 で A. Fenton 名 の 該 
当 者 は 探し 出せ ず , 今 の 所 これ が 1. Fenton の 誤記 で あっ た 可能 性 が 強い と 判断 し て いる . FATT SL 
M. Fenton の 来 日 記録 , 式 以後 A. Fenton 単独 の 出国 記録 が 見 い だ せ な いこ と は 誤記 と の 推測 の 修 証 と 
な る . 以上 の 事 か ら ほ ぼ 確 実に M. A. Fenton は 結婚 する 姉 !. M. Fenton の 来 日 旅行 に 随伴 し , 式 に 列席 
する こと を 決定 的 な 好機 に 1873 (明治 6⑥ 年 7 月 28 日 横浜 に 入港 し た と 推定 した. 


英国 公使 館 は 当時 東京 麹町 五 番 町 に 千代 田 区 一 番 町 ] に 建築 中 で , 既に 業務 を 行っ て いた 0874 年 完 
成 ). 別に 高輪 泉 岳 寺 に ゲス ト ハ ウス [| 高輪 接 過 所 」(1866 年 完成 ) が あり , ここ が 式場 と な っ た 可能 性 
も ある . 英 国 大 使 館 は 1923 年 関東 大 震 災 で 崩壊 し 以前 の 記録 は 見 る こと が 出来 な い . 



































4. Rymer Jones と 周辺 人 脈 


姉 の 結婚 相手 Richard Oliver Rymer Jones は 次 の 人 物 の 姓名 と 一 致す る (ユネ スコ 東 ア ジア 文化 セン タ 
— 1975: 本 書 で は Rymer-Johnes, R. O.). 1872 年 11 H2 日 工 部 省 ・ 測 量 司 [職名 は 測量 師 ] に 採用 され た 
お 雇い 英国 人 で , それ 以前 は 月 雇 の 試験 的 な 採用 だ っ た ( 太 険 歴 使用 時 な の で 月 日 表示 に は 注意 が 必 
要 ). 


1870 年 10 月 創設 の 工 部 省 は [E88] 3€ 7 ] 役所 で 10 寮 と 測量 司 か ら 成 っ た . 1877 年 工学 察 を 廃し て 
改称 し た 工 部 大 学校 と 共に 測量 司 は 1882 年 8 HTAA EL y 0, 1885 年 12 月 同省 廃止 に 伴い 文部 
省 に 属し た [ 後 の 東京 大 学 工学 部 ] (大 蔵 省 ( 編 ), 1931). Rymer Jones は 工学 寮 [次 いで 工 部 大 学校 ] に 配 
置換 を と な っ た . 職務 は 数 学 兼 測量 教師 で 1878 年 8 月 31 日 まで の 勤務 歴 が 残る . 採用 に 当たっ て 「 ラ 
イメ ル ジ ョ ンズ 条約 」 を 策定 し た ( 旧 工 部 大 学校 史料 編集 委員 会 , 1978). 


結婚 式 記事 に 残る 父 Thomas Rymer Jones は , 称号 F. R. S. [英国 学士 院 特別 会 員 ], F. R. C. S. [英国 外科 
医学 会 会 員 ] 5 Cambridge 大 ・ 比 較 解 剖 学 教授 だ っ た 人 物 (1810-1880) と 考え られ る . Isabella の 父 
Fenton, C. D. & T. Rymer Jones が 共に 医師 と 言う 縁 で この 結婚 を 想定 する の は 不 自然 で は な い . X08 
が John Chatwin Jones と いう Scotland の 土木 技師 だ っ た R.O.Rymer Jones と いう 人 物 の 情報 AL, 1984) 
と は 矛盾 が 残る . 


だ が 別 の 問題 が 残る . 当時 , 工 部 省 初め 日 本 の 工業 技術 分 野 の 各 組 織 は Scotland に 源 を 持つ Kelvin JJ 
(1824-1907: 22 歳 で Glasgow 大 教授 に 就任 し た 英才) 系 列 の 強固 な 人 脈 が 支配 的 で あっ た ( 北 , 1983- 
84). Scotland 主要 4 大 学 の 出身 者 で は な い Rymer Jones R. O. ( 北 ・ 私 信 ) が England 出身 で あり ながら 
工 部 省 に 所 属 で きた 経緯 は 未 解明 で ある . Kelvin Mlk (未だ William Thomson 名 だ っ た ) 20 歳 当時 
Cambridge 大 に 学ん だ の で 14 歳 年 長 の T.Rymer Jones と の 知己 を 得 た 可能 性 も 想定 され る . 
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後に 田中 千 愛 橋 は 最初 の 留学 先 (1888-1890 年 ) に Glasgow 大学 を 選ん だ . 東京 大 学 で の 初め の 師 
Mendenhall, T. C. (1841-1924) は 米 人 だ っ た が , 24 H OD ifi Ewing, J. A. (1855-1935: 田中 舘 よ り 1 歳 年 
fe: 夫人 は 米国 生ま れ ) は 英 人 で Glasgow 大 卒 だ っ た . 田中 舘 は 同 大 で Kelvin 卿 の 指導 を 得 て 実験 物 
理学 を 学び , 滝 在 中 4 度 講演 する な ど | 研究 教授 」 的 待遇 を 得 た らし い ( 北 , 1984). TH HP ETE Kelvin lli] 2 
と も に か つて の 師 Ewing が , 1883 年 Dundee 大 に 応募 する 時 の 推薦 者 と な っ て 思 に 酬 いた dE, 1983-84). 


日 本 に 於 ける | サッ カー 発祥 を 指導 ] と され た の は この R. O. Rymer Jones で ( 旧 工 部 大 学校 史料 編集 
委 , 1978), Dixon の 記述 に よれ ば 工 部 大 学校 の 日 本 人 学生 が 勉学 一 点 張 り で [青白 い 顔 と 愛 う つ そ う 
な 表情 ] な の で , 健康 の た め 戸 外 ス ポー ツ を 壮 励 し た ( 石 附 , 1986) と いう . ここ に は 英国 (Scotland) 流 の 
「 全 人 的 教育 ] と ドイ ツ 流 「 専 門 教育 ] の 間 の 葛藤 も あっ た ( 北 , 1987). 


HHE H ECI I Fenton ら が 関 甲信 旅行 の 途中 1876 年 8 月 奥 日 光 で Rymer Jhones [£8 ) 異な る ] と 会 い 
一 緒 に 男 体 山 に 登っ た 記録 が あり (中 村 , 2002), この 義兄 と 同一 人 物 と 思わ れる . 

















5. Fenton 来 日 以前 の 周辺 環境 





この 点 に つい て の 情報 は 少な い . 来 日 前 の 教育 経歴 も 不明 だ が , 日 本 で の 教師 採用 時 に は 何 も 考慮 され 
て いな い . 父親 が 医師 の 中 産 階級 家庭 に 生ま れ , 通常 の 中 等 教育 を 受け て ビク トリ ア 朝 当時 の 流行 で あ 
っ た 「 博 物 学 ] に 関心 を 抱く 環境 に あっ た 可能 性 は 大 きい . XE Scotland の 人 材 が 技術 ・ 知 識 を 備え て 
海外 雄飛 を 図っ た 気風 (At, 1998) も England O の 人 々 に 影響 が あっ た 可能 性 は 否定 で き な い . 


日 本 到着 後に 発揮 し た 採集 品 の 処理 状況 か ら 大 英博 物 館 , 特に 館員 A. G. Butler è と は 来 日 前 に 密接 な 
交流 が あっ た と 推定 され る . Fenton の 出生 地 Doncaster は London か ら 北 に 約 240 km の 地 で , 1849 年 に 
開通 し た 鉄道 を 利用 し て 昆虫 少年 Fenton は Bloomsbury に あっ た 大 英博 物 館 ・| 旧 館 の 虫 部 屋 に 出入 り 
し た の だ ろう か . 






































Arthur Gardiner Butler (1844-1925) (Fig. 3) は Fenton より 6 歳 年 長 で , Thomas Butler は 大 英博 物 館 の 
図書 館 勤務 だ っ た . 大 英博 物 館 Gunther, A. E. (部 長 Keeper) の 元 で 1863 年 職員 [動物 部 門 ・ 助 手 
Assistant, 後に 1879 年 部 長 補佐 Assistant Keeper] と な り , 未だ あま り 膨 大 で な か っ た 未 整理 資料 の 整 
理 に 当たっ た . Fenton が 同 館 を 訪問 し た と すれ ば この 時 期 前 後 だ ろう . Butler は その 後 , シロチョウ 科 ・ 
シジミチョウ 科 を 中 心 に 急激 に 集積 する 各地 資料 の 整理 ・ 記 載 に 当たり 生涯 300 篇 を 超え る 論文 を 書 
いた . 専ら 標本 を 対象 に 季節 型 や 地方 型 を 独立 種 と 記載 する 手法 は 批判 も 受け た が , 彼 な くし て 多 
数 ・ 多 方 面 の 博物 館 資 料 は 整理 され 得 な か っ た . 1901 年 病気 で 退 
職 後 は 虫 を 離れ , 庭園 と 飼 鳥 を 愛し た (Riley, 1925; Pocock, 1926). 





















































6. 来 日 の 計画 と 準備 


当時 の 英国 で は Darwin, C. (1845), Wallace, A. (1853), Bates, H. 
(1863) ら が 次 々 と 各地 へ の 海外 遠征 紀行 本 を 出版 し て いた . 自国 
内 の 調査 は 既に か な り 行 き 届 いて いた 英国 の 博物 学 に と っ て , 未 
知 の 諸 外 国 で の 調査 が 若者 達 の 関心 事 で あっ た . 


同年 齢 の H. Pryer (1850-1888) は , 先着 の 兄 W. B. Pryer か ら 日 本 
に 関す る 好ま し い 情 報 [気候 は 温和 ・ 上 昆虫 が 豊富 ・ 物 価 は 廉価 ] を 
得 て , ほ ば 同じ 時 期 (1871 年 頃 ) に 中 国 経由 で 日 本 に 来 た (名 和 , 
1910). Fenton も 事前 に 同様 の 知識 を 得 て , 訪日 を 企画 ・ 準 備 し た 
可能 性 は ある . この よう な 環境 下 で Fenton が 姉 の 結婚 を 好機 に , 
$n ee 昆虫 相 調査 を 自ら の 課題 と し て 未知 の 日 本 を 目指 し た , と 推測 出 
KA. 日 本 産 蝶 頻 に 関す る それ まで の 記載 な ど 予 備 知識 は 大 英博 
Fig.3. A.G. Butler, 1895451 物 館 ・ 図 書館 で 学習 し て 備え た で あろ う . 当時 まで の 日 本 の 蝶 に 
歳 当時 . (Gunther, 1975 。 関す る 記録 は 確実 性 の 乏しい ゃ の だ っ た し , 日 本 の 蝶 に 関す る 
pr. 第 は 未だ 出版 され て いな か っ た . 
A portrait of A. G. Butler 
at 51-year old (cited from 石川 千代 松 は 1876 [推定 ] FR, Fenton の 自室 を 訪れ , Z 4 OREM 
Gunther, 1975). 標本 に 一 々 学名 が 付い て いる こと に 和 驚い た (石川 , 1936). Fenton 
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が Butler へ 送っ た 採集 標本 も 既知 種 と 未知 種 は 区 別して いて , 相当 の 予備 知識 を 備え た 上 で の 来 日 だ 
っ た . 来 日 3 年 目 の 1876 年 に は Fenton が 当時 と し て 完成 度 の 高い 日 本 産 蝶 類 目 録 を 作っ た (中 村 , 
2007) こと を 見 て も , 早く か ら 広 汎 な 見 識 を 備え て いた と 推測 され る . 


虫 好き の 趣味 が 高じ た 「 外国 旅行 ] で あれ ば , 一 夏 の バカ ンス 程度 の 潜在 も あり 得 た だ ろう . し か し , 
Fenton は 家族 の 理解 に も 助け られ 少な く と も 「 数 年 の 潮 在 」 を 予期 し て 出国 し た と 推 祭 する . 目的 地 の 
昆虫 相 を 入念 に 予習 し , 採集 ・ 標 本 作製 ・ 収 蔵 の 諸 用 具 な ど , 来 日 に 際 し て 周到 な 準備 が あっ た と 思わ 
れる . 後に m 月 28 日 及び 1878 f£ 8 月 30 日 付 で Fenton は 東京 か ら Janson 商会 宛 の 手紙 を 出し , 
昆虫 針 各種 の 送付 を 依頼 し た (大 英博 物 館 Janson box 所 蔵 ). 準備 品 が 欠乏 し て 補充 が 必要 と な っ た . 
前 便 で は 請求 を 父親 宛 に , 後 便 に は 自ら 郵便 為替 を 同封 し た . 














7. 日 本 へ の 経路 と 所 要 期 間 


Fenton 来 日 の 経路 | は 香港 - 横 浜 間 の 記録 し か 明確 で な い . Paris: Marseilles 直通 鉄道 [1855 年 開通 ], Suez 
運河 [1869 年 開通 ] の 事情 を 含め , 先例 を 参考 に 経路 ・ 所 要 日 数 を 考察 し た . 


1861 年 福沢 論 吉 は 遺 欧 使節 に 随行 し て 欧州 諸国 を 巡 遊 し た (福沢 , 1962). 英国 軍艦 で Suez まで 行き 
(運河 開通 前 ), Alexandria か E 別 船 を 経て Marseilles へ , Marseilles か ら 鉄道 で Paris を 経由 L, Calais- 
Dover を 渡っ て 英国 へ 達し た . 中 継 地 で の 漠 在 日 数 を 差し 引く と [品川 -London] 間 の 実質 所 要 日 数 は 
約 2 ヶ 月 で あっ た . また , 1866 年 幕府 派遣 の 留学 生 は 途中 迄 ほぼ 福沢 と 同じ 行程 を 辿り , Alexandria か 
ら 海 路 Gibraltar 海峡 を 経て , 英国 Southampton 港 へ 到着 し た (川路 , 1953). | 陸路 フラ ンス 経由 + 相当 
の 経費 を 要する ] と し て 海路 を 選ん だ . [横浜 -Southampton] 間 日 数 は 3 ヶ月 3 日 で あっ た [但し 上 海 に 寄 
YS]. 


P.& O. 社 関係 者 の 教示 (歴史 家 ・ 文 書 係 Stephen Rabson 氏 ) に よる と , Fenton 5 ら に と っ て 最も 有力 な の 
は 次 の 経路 ・ 日 程 で ある . 1873465 月 22 H Lombardy 号 [処女 航海 ] が 英国 Southampton 出港 . Gibraltar, 
Malta, Port Said [6 月 8 H], Suez, Aden, Bombay [6 月 24-30 日 ], Galle, Penang, Sigapore を 経由 し て 香港 
着 [7 H 21 日 ]. 同船 は 上 海 へ 向かう が , 香港 7 月 21 日 発 4vocg 号 に 乗換 え 横 浜 着 は 7 月 28 日 . 全日 数 
は [Southampton- 横浜 ] 間 で 2 ヶ月 6 日 と な る . 


この よう に 仏 国 陸路 を 経 ず Suez 運河 経由 で は 類似 の 東洋 便 よ り 少 し 日 数 が か か る が , 船 の 乗り 換え 


が な く 経 費 も 少な いこ の 旅程 を Fenton ら が 選ん だ 可能 性 が 強い .2 ヶ 月 強 で 日 本 に 到着 し た と する と 
Fenton 姉 第 が 生 家 Doncaster を 出発 し た の は 1873 年 3 月 中 旬 と 推定 され る . 
















































































8. 英語 教師 採用 の 記録 と 当時 の 日 本 





岡野 (2001) が 記録 し た 通り Fenton の 日 本 で の 発令 は 1874 年 1 月 24 日 東京 外国 語学 校 だ っ た . 大 政 類 
典 文 書 に は Fenton が | 来 朝 中 人 物 」 の 中 か ら 選 任 き され た と あっ た が (松田 ・ 中 村 , 2005, これ を 裏付け 
る 前 年 9 月 20 日 付 開成 学校 (第 一 番 中 学 ) か ら 文 部 省 へ の 伺 文書 が あっ た (Fig. 4). 学校 は 英語 学 教師 
に 不足 を 生じ , 「 幸 来 朝 人 中 学力 有 之 ] と 既に 候補 に 目 星 を つけ て 申請 し た . 折り 返し 文部 省 承認 (10 
人 20 日 付 ) を 受け , その 結果 が 上 記 太 政 類 典 文書 の 採用 届 (1 月 29 日 付 ) に 結実 し た と 見 られ る (この 
学制 ・ 校 名 は 目まぐるしく 変更 に な っ た ). 


従前 か ら 同 校 教頭 で あっ た 米国 人 Verbeck, G. F. は 外国 人 教師 中 に 紛れ 込ん で いた 「 イ カサ マ 師 ] を 一 
fi-3 ABH ELT (バー クス 、,1985$). 彼 は よい 教師 は 「 牧 師 や 宜 教 師 以外 ]」 か ら は 得 ら れ な いと 考え 
て いた (CR, 1987). 結果 と し て 石川 (1929) が 記し た よう に 外国 人 教師 は 「 十 中 の 八 九 迄 は 宣教 師 ] だ 
っ た が , まだ 適任 と 言 を ない 人 物 も 居 た . この 状況 の 中 で 来 日 清 在 中 の Fenton が 英語 教師 候補 に 指名 
され , 承諾 し た と 考え られ る . その 後発 揮 き され た 彼 の 誠実 な 人 柄 が 好感 を も っ て 評価 され た の だ ろう . 

学校 側 の 人 選 は 1873 年 9 月 に 始ま っ て 居り ,Fenton が $ 月 の 英国 出発 前 に この 求人 情報 を 得 て い た 可 
能 性 は 無い . 英語 教育 の 教師 達 は , 記録 の 得 ら れ た 範囲 ( 約 50%: ユネ スコ 東 ア ジア 文化 セン ター 

1975) で は 全て 東京 ・ 横 浜 な ど 日 本 で 採用 され た . 各 専門 分 野 の 職務 内 容 を 目的 に , 欧米 各地 か ら 赴 
任 旅費 を 加え て 招 聴 し た 専門 教授 達 と は 異な っ て , 語学 教育 担当 者 は Fenton 同様 [お 雇い 外国 人 」 で 
b 赴任 費用 を 支給 し な い 現 地 採 用 人 事 だ っ た . 


当時 の 日 本 で は 東 禅 寺 事件 (1861 年 5 月 及び 1862 年 5 月 : SE ES] ABBE), 生麦 事件 (1862 年 9 月 : X 
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A. 文部 省 往復 ・ 英 語 教師 の 人 選 文 書 (東京 大 学 大 学 史 史料 室 ・ 蔵 ). B. 同 : 活字 化 . 
Correspondence on the employment of English teachers, between Kaisei English School and 
the Ministry of Education (a) and its typing (b). (Coll. Archives Section of the Tokyo Univ.). 





国人 殺傷 事件 ), 薩 英 戦争 (1863 年 8 月 : 事件 の 賠償 を めぐ る 日 英 対 立 ) な ど 不 穏 な 状況 に あっ た . 日 本 
か ら 英 国 へ の 通信 (イラ スト レイ テッ ド ・ ロ ンド ン ・ ニ ュー ス , 1973) で は 専ら その 経過 が 関心 の 的 と 
な っ て いた . 来 日 し た Fenton ら に と っ て も 不安 が あっ た で あろ う . 


姉 の 結婚 式 後 ,Fenton は 行動 の 認め られ た 横浜 [居留 地 ] 近 辺 で 採集 し て いた の だ ろう か . 既 に 1872 年 
横浜 Adamson, Bell 商会 勤務 に は HH. Pryer の 名 が 見 られ ( 立 脇 , 1996), 採集 を 始め て いた (名 和 , 1910). 
当時 横浜 だ け で 1.300 人 の 欧米 人 が 居住 し , その 半数 は 英国 人 で 生活 に 必要 な も の は 入手 で きた 
(Dixon, 1882). 








9. 日 本 滞在 の 裏付け と 大 英博 物 館 と の 関係 


H. Sloan 帰 の 慕 集 を 基礎 に 1753 年 発足 し た 大 英博 物 館 だ が , 18 世紀 中 -19 世紀 初頭 に あっ て は 標本 の 
売却 ・ 滅 失 ・ 焼 却 な ど 信じ が た い 管 理 状態 に あっ た (リン ・ バ ー バ ー, 1995). 信頼 で きる 収蔵 ・ 利 用 体 
制 を 確立 で きた の は 19 世紀 半ば 近く の 時 期 だ っ た . WR Rothchild が ボ が コレクター を 世界 中 に 送っ て 荒 集 
に 務め た 時 期 も , 大 英博 物 館 が 経費 を 負担 し て 「 採集 員 」 を 派遣 し た 形跡 は な い (Gunther, 1975; Stearn, 
1981). Wallace や Bates ら の 遠征 も 南米 ・ 東 南ア ジア へ の 渡航 費用 , 滞在 費用 は 現地 で 採集 し た 資料 の 
販売 で 捨 出 し た . 彼ら は 予め 母国 に 有 能 な 仲介 者 を 選任 し て 出発 し , 滞在 先 か ら 資 料 を 送付 し て 販売 さ 
せ , 現地 で | 手形 ] を 得 て 生 活 し た (ウォ レス , 1993: ベイ ツ , 1996). 


Fenton が 大 英博 物 館 の 派遣 し た 「 採 集 員 ] で あっ た 可能 性 は , 後 年 Fenton が 同 館 に 自己 標本 を 売却 し 
て いる 事実 (後述 15 項 ) か ら も 耕 定 で きる . 医師 の 家庭 に 生ま れ , 経済 的 な 余裕 が あっ た と 見 られ る 
若い Fenton の 日 本 訪問 は 自己 [若しくは 家庭 の ] 責任 だ っ た ろう . この 点 は 労働 者 出身 の Bates や 
Wallace と は 違っ た 背景 だ ろう . 


到着 し た 日 本 で 幸い 英語 教師 の 職 を 得 て Fenton の 在 日 は 経済 的 に 安定 し た . 更に 公 的 機関 へ の 就職 
は 国内 各地 に 赴く 認可 ・ 保 証 を 得る 上 で 大 き な 利 点 だ っ た . その 後 の 長い 期間 を 日 本 で 過ごす に 至っ 
た の は , 当初 か ら の 目的 意識 並び に 接し た 日 本 の 自然 社会 ・ 人 間 へ の 興味 と 愛着 と 共に , この 身元 保証 
が 大 きか っ た と 思わ れる . 






































10. 離 日 の 記録 と 帰国 


The Japan Weekly Mail に 1880 年 4 月 4 日 横浜 出港 の 仏 船 7ibre 号 (香港 行 ) Fenton の 出港 記録 (Fig. 
5) が ある . 田中 舘 日 記 [ ミ ュー ジア ム 氏 家 , 2003: 36] に も 同日 「 フ ェ ン トン 氏 二 別 ヲ 告 リ 」 と 記録 され る . 
雇 人 満期 (4 月 10 日 ) より 前 だ が , 学校 側 は 休暇 7 日 ) 等 で 便宜 を 図っ た (東京 大 学 史 史 料 室 ・ 文 部 省 往 
復 ・ 明 治 13 年 甲 第 55, 63 号 ). 同じ 頃 Fenton の 「 在 職 中 ノ 功 労 ヲ 賞 ス ル 為 メ ] 退 職 時 150 円 を 交付 (3 月 
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15 H) | 紙 刺 百 円 二 代 全 五 十 円 ノ 大 和 錦 一 作 相 添 明 廿 九 日 贈 ] (3 月 30 日 ) と ある [当時 月 給 230 円 ] 
(東京 大 学 史 史 料 室 ・ 文 部 省 往復 ・ 明 治 13 年 甲 第 46, 58 号 ]). Morse, E. も 退職 時 に 東京 大 学 か ら 大 和 倍 1 
巻 を 贈ら れ て いる (磯野 , 1987). 


結局 Fenton の 日 本 滞在 は 通算 6 年 8 ヶ月 で , この 間 関 東 ・ 東 北 ・ 北 海道 を 各 二 巡 す る な ど , 恐らく 所 期 
の 目的 を 果たし た 上 で の 帰国 だ っ た . 当時 の 主要 な 東大 予備 門 ・ 外 国語 教師 16 人 (東京 帝国 大 学 , 1932: 
Fenton の 雇 入 時 期 を 明治 7 年 7 月 と 誤記 ) の 中 で も 最 古 参 か つ 最 も 長期 に 及ぶ 勤務 歴 だ っ た . 


復路 の 交通 事情 に は 往路 と 大 き な 変 化 は な い . 1880 年 6 月 初旬 に は 英国 に 帰着 し , 7 A 18 H Doncaster 
か ら 石 川 へ 手紙 を 出し た (中 村 , 2007). 1873 年 $ 月 の 出国 以来 7 年 強 , 22 歳 11 ヶ 月 か ら 30 歳 迄 の 長い 
青年 時 代 を 在外 遠征 で 過ごし た こと に な る . 


























11. 帰国 後 の 学業 ・ 職 業 な ど 


前 報 (松田 ・ 中 村 , 2005) に 示し た ご と く , 821881 年 に は St. Johns College に 入学 L, 1884 年 Cambridge 大 
学 を 卒業 し た . 1884 年 7 月 に は Worthing College か ら の 手紙 が あり (中 村 , 2007), 卒業 後 一 時 の 職 が あっ 
た 可能 性 を 思わ せる . 


1885 年 春 に 大 英博 物 館 Gunther, A. E. (1830-1914: 当時 , 動物 部 門 部 長 ] へ 宛て た 手紙 が ある (Appendix 
1). Fenton (X [3] fii - 88538 E] OO KR S 2. 7223, Cambridge 大 で の 仕事 と 両立 が 難し いこ と を 告げ た . 35 
歳 に し て 興味 と 給与 [日 本 で は 好 待 遇 だ っ た ] の 問題 で 職業 選択 に 迷う 時 期 だ っ た の だ ろう . 


1887 年 に は 一 年 間 Cambridge 大 学 比較 解剖 学 の 実験 助手 を 務め た (Internet 資料 ・C. Fenton 私 信 ). 前 述 
の 義兄 ・ 父 Thomas Rymer Jones は 同 大 学 比較 解剖 学 ・Funellian 職 教授 だ っ た が , Fenton 帰国 の 年 (1880 
年 ) 12 月 10 日 既に 死去 した. 定職 を 求め て の 試行 錯誤 の 時 期 で あっ た . 





12. 勅 任 視 学 官 時 代 


1889 年 6 月 英国 人 女性 H. E. Binny と 結婚 し , この 前 後 の 時 期 に 勅 任 視 学 官 と な り 20 年 務め た (松浦 
ほか , 2005, 手 紙 22). 動 任 視 学 官 は 1839 年 創設 され Cambridge, Oxford 両 大 を 卒業 し た 30 歳 前 後 の 人 
物 中 心 に 採用 し , 国内 各地 の 学校 査察 を 職務 と し た ( 高 妻 ,2007). 当時 子供 に 「 いろいろ な 所 へ 旅行 が で 
きる , うら や まし い 人 と 映る 職務 像 が Fenton の 「 博 物 学 的 関心 ] に 魅力 だ っ た か も 知れ な い . 多少 高 
齢 (40 歳 前 後 ) だ が 日 本 で の 教職 経験 は 適任 資格 と 働い た だ ろう . 勤務 地 と し て Lancashire Borough 
District 1895, Lincolnshire and Norfolk が 記録 され る (C. Fenton 私 信 ). 


Fenton の 在任 中 に 視 学 官 の 任務 内 容 の 改訂 が 度々 行わ れ 1890 年 の 改正 通達 で は | 予告 な し の 学校 訪 
問 」 頻 度 が 増加 し た GEE, 2007). この 時 期 (1892 年 ) 田中 舘 宛 の 手紙 (松浦 ほか , 2005, No. 21) で | 規則 
変更 で 任務 が 忙し い ] と 告げ た . その 前 1890 年 6 月 に は 田中 和 舘 に 日 本 で の 復職 を 希望 し , 応募 先 を 尋 
ね る 手紙 を 送っ た . 英国 で の 勤務 に 満足 で き な か っ た の だ ろう か . 1891 年 9 月 に は Cambridge に 家 を 
取得 し , 1893 年 6 月 に は 43 歳 で 娘 Sylvia を 得 て や や 落ち 着い た 模様 で ある . 









































OUTWARDS. 
April 4, French steamer Tibre, Reynier, 1,726, for Hongkong, Mails 
aud General, despatched by M. M. Co. 
April 4, Japanese steamer Kokonoye Maru, Dithlefsen, 1,133, for 
Hakodate, Mails and General, despatched by M. B. Co. 


PASSENGERS. 


Per French steamer 7'ibre for Hongkong : 一 Mesers. Gaujot, E. 
Fischer, S. Peyre, Montague-Fenton and Soloweff. 
Per Hiroshima Maru, for Sbanghai and way ports :—Mr. J. G. 


Fig. 5. Fenton の 日 本 出発 記事 [The Japan Weekly Mail, 1880 年 4 月 10 H] (横浜 開港 資料 館 ・ 
ji). 
The article informing the departure of Fenton from Japan. [The Japan Weekly Mail, 10th 
Apr. 1880]. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 














232 H 和夫 ・ 松 田 真平 





13. カ ナダ へ の 移住 








制度 的 な 定年 規定 は な か っ た が , 1910 年 (60 RE) 頃 に 視 学 官 を 退職 し た と 思わ れる . 1913 年 及び 1923 年 
に 大 英博 物 館 [後述 ], 1924 年 に 田中 舘 [松浦 ほか , 2005] に 宛て た 何れ も カナ ダ か ら の 手紙 が ある が , 
カナ ダ へ の 移住 時 期 は まだ 確認 で き な い . 1918 Æ London 在住 の 情報 (松田 ・ 中 村 , 2005) と の 関係 は 未 
解決 で ある . カ ナダ で 一 時 Nanaimus 2 (Vancouver 島 ) の 住所 を 持っ た が , 後に は Royal Oak 郵便 局 宛 と 
な っ た . 


1867 年 東方 か ら 始 まっ た カナ ダ 連 邦 の 成立 は 徐々 に 西方 へ 進ん だ . 1885 年 開通 し た カナ ダ 大 平 洋 鉄 
道 に よっ て 物資 ・ 人 員 の 流通 は 増大 し , 農業 の 大 規模 化 と 工業 化 が 進行 し た . この 間 19 世紀末 か ら 20 
世紀 初頭 に 英国 か ら カ ナダ ヘ へ 多数 の 移民 が あっ た . 英国 で の 失業 増大 と , 西部 開発 に 労働 力 を 必要 と す 
る カナ ダ タダ 政 府 の 思惑 が 合致 し ( 森 , 1987), 英 領 植民 地 で カナ ダ だ けが 移民 受け 入れ を 歓迎 し た .Fenton 
の カナ ダ 移 住 が 上 の 流れ と 同じ 理由 だ っ た と は 思え ない が , 経済 的 利点 と [博物 学 ] 的 な 目的 を 含ん 
で いた か も 知れ な い . 次 項 に 示す よう に カナ ダ で 採集 し た 昆虫 を 大 英博 物 館 へ 送付 し て いる . 


第 一 次 世界 大 戦 (1914-1918 年 ) を 挟ん で カナ ダ の 資本 ・ 経 済 支 配 は 英国 か ら 米 国 主導 に 交代 し , 不況 
が 続い た (木村, 1999). Fenton は 田中 舘 へ の 最後 の 手紙 (1924 年 ) で 「( 第 一 次 世界 大 戦後 の 経済 事情 が ) 
カナ ダ で の 前 途 の 見 こみ を 破壊 し た | と 記し , 老後 は カナ ダ で の 計画 が 潰え を た こと を 伝え た . 経済 的 
見 込み を 和 失っ た 彼 は , 娘 Sylvia Watt 夫妻 の 住む 米国 へ 行く こと を 予定 し た . 時 に 74 歳 , も は や 「 米 国 に 
骨 を 埋め る 心境 だ っ た だ ろう . 





























14. 大 英博 物 館 と の 関係 


1880 年 代 石 川 へ の 手紙 (中 村 , 2007) に ある 通り , 日 本 か ら 帰 国 後 の Fenton (CR JI 3 C 7z HZ OE 
な どの 譲渡 仲介 に 積極 的 だ っ た . この 手紙 で 二 度 Elwes, H. J. (1846-1922) が 登場 する . Ehwes は シナ フ 
hat 7 72 Agehana elwesi V4 Z RTEA C Luehdorfia 交尾 付 形 成 問題 で も Fenton に 助言 し た (中 
BY, 2007). 樹木 学者 と し て 台湾 を 経て 1912 年 日 本 を 訪れ た (Elwes, 1930; 江崎 , 1956). 


Elwes は 資産 家 だ っ た が 自ら も 広く 温 淀 各地 を 旅行 する 活動 家 で , 資料 購入 に も 熱心 だ っ た . TELE 
に 大 量 の 旧 集 物 を 大 英博 物 館 に 寄贈 し た が , 奇 短 な 人 で それ で 物議 を 醸し て 居る (Riley, 1964). 博物 
館 職 員 で は な か っ た が , 資料 入手 へ の 関心 か ら 同年 募 の Fenton に 協力 し て 石川 の 資料 譲渡 に 関与 し 
た と 思わ れる . 


交信 に より 大 英博 物 館 Ackery, P. の 示唆 を 受け , 同 館 Norman, D. Riley (1890-1979) DEIZ HER L, 
Fenton と の 交換 書簡 (8 通 ) と 1 通 の リス ト を 入手 し た (Appendices 2 & 3). Fenton は 全て カナ ダ か ら 投 
HL Cv. Riley は 1911 年 か ら 同 館 で 蝶 類 資料 の 受付 を 務め , 後に 3 代目 昆虫 部 門 部 長 (1932-1955) 
と な っ た . 


1913 年 Fenton は British Columbia で 得 た 蝶 ・ 雌 を 二 度 に わた っ て 博物 館 に 送付 し た . Riley は これ を 同 
EL, 入 用 な も の に 購入 価格 を 付け て 返事 し た . 博物 館 の 財政 も 乏しく , Fenton に と っ て は 不 本 意 な 
価格 で あっ た . 特に 二 度 目 の 送付 を 受け た Riley は 低 価格 の 評定 と と も に 學 曲 に それ 以上 の 送付 を 断 
っ て いて , も は や カナ ダ の 資料 が 大 英博 物 館 に と っ て 収集 の 対象 で な か っ た と 判る . 大 英博 物 館 側 で 貞 
類 資 料 価格 の 査定 は Gahan, C. J. (1862-1939) T, 1913 年 動物 部 門 か ら 独 立 し た 昆虫 部 門 の 初代 部 長 
(1913-1927 年 ) で あっ た . RED AFERE (3 Hampson, G. F. (1860-1936: 部 長 補佐 代理 ) が 行っ た . 査定 
結果 は 厳し い が 何 れ も 然 る べき 立場 の 人 物 が 対応 し た と 判る . 因みに 1913 年 に 昆虫 部 門 が 入手 し た 
Fe IL 568 f, 140,535 点 で , 記録 の 判明 する 範囲 で は 購入 が 8.983 点 , 寄贈 が 14,952 点 だ っ た (Riley, 
1964). 


Fenton の 手紙 に は 送金 の 遅延 を 催促 する も の が あり , 同じ 1913 年 8 月 に は 英国 Janson 商会 に も カナ 
ダ の 甲虫 標本 売却 を 依頼 する 手紙 を 出し た (松田 ・ 中 村 , 2005). 標本 の 売買 で 生活 を 購 っ て いた の で 
は な いと し て も, この 時 期 Fenton は 経済 的 に 昔 し か っ た の だ ろう . 田 中舘 愛 橘 宛 の 手紙 に 1900, *10 年 
代 の も の は な く , 古い 友人 に 便り を 書く 余裕 や 気分 を 失っ た 時 期 と 想像 され る . 
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Fig. 6. 標本 棚 に ラベ ル 貼 付 を 求め る Fenton の 手紙 (⑦ (大 英 自然 史 博 物 館 ・ 蔵 ). 
Fenton's letter asking a label pasting on his cabinet. (Coll. The Natural History Museum). 


15. 日 本 の 蝶 コ レク ショ ン の 内 容 と 譲渡 


1921 4£ Riley が 作成 し た Fenton の 日 本 の 蝶 リ スト に は , 基準 ・ 準 基準 標本 を 含む 15 種 28 個体 が 記録 
され て いる (Appendix 4). Fenton が 所 有 権 を 温存 し た まま 大 英博 物 館 に 寄託 し て いた コレ クシ ョ ン の 一 
部 と 思わ れる . Butler 記 載 の 基準 標本 も 含む の は Fenton が 採集 者 だ っ た た め だ ろ うか . 


日 本 か ら 帰 国 す る Fenton に 頼ま れ , 石川 千代 松 が 送っ た 標本 群 が あ っ た (中 村 , 2007). 無事 英国 に 到 
着 し た 中 に 基準 標本 も 含ま れ て いた と 見 られ る . Fenton が 英国 帰着 の 1880 年 は 大 英博 物 館 ・ 自 然 史 部 
分 の South Kensington 移転 時 期 だ っ た . 


部 長 補佐 昇任 直後 の Buler は これ ら の 資料 を 利用 し , Fenton を 準 着 者 と し て 待遇 し た 報告 (1881 年 ) 
に 記載 し た . その 後 Fenton は 学業 と 職務 上 , 英国 内 の 各所 を 移動 し た が , これ ら 人 資料 を 標本 棚 ご と 大 
英博 物 館 に 寄託 し て 40 年 以上 所 有 権 を 手放さ な か っ た こと が 判る . 


1923 年 春 Riley と の 交信 で この 日 本 産 蝶 占 の 措置 が 合議 の 対象 と な っ た . 初め Fenton は 自ら の 葛 集 を 
納め る 脚 付 標本 棚 (Pedestal Cabinet) に , 自分 の 死後 も 娘 Sylvia に 判る ラベ ル 貼 付 を 求め た (Fig. 6). 
Fenton は この 時 73 歳 , 身辺 整理 の 時 期 と 考え た の だ ろう . Riley は これ を 承諾 し た 上 で , [再度 ] と し て 資 
料 購入 問題 の 解決 を 求め た . 合議 の 結論 を 示す 手紙 は な い が , 交信 の 結果 Fenton が 売却 を 決心 し た こ 
と は 間違い な い . 大 英博 物 館 は 1923 年 7 月 これ ら を 購入 登録 [1923-613] し た (松田 ・ 中 村 , 2005). 2005 
年 現在 既に 同 館 に この 標本 棚 は 現存 し な い (Ackery 私 信 ). 因みに 1923 4E VT EG ER BBP Sete L 77 FG HB 
資料 は 全部 で 61S ft, 142,985 点 で あっ た (Riley, 1964). 





























16. 今後 の 課題 


大 英 自 然 史 博 物 館 の Butler に 関す る 資料 は 整理 され て な €, 現在 参照 出来 な い . Fenton と 最も 密接 な 





交流 が あっ た Butler 側 の 資料 が 見 られ れ ば 重要 な : 


青 報 が 得 ら れる 可能 性 が 大 きい . 今 の 所 Fenton 自身 











の 書い た 文書 は 手紙 だ けが 参照 で きた . し か し 帰 


は 正確 な | 日 本 文字 ] が 写 さ れ て お り ,Fenton が 在 日 中 に 








E] 10 年 後田 中 館 に 出し た 手紙 (松浦 ほか , 2005) に 
自ら 「 記 録 」 を 作り 後 ま で 保存 し て いた こと は 





確実 で ある .70 年 前 米国 に 没 し た Fenton 周辺 の 遺族 と 資料 探索 が 人 迫 ら れ た 課題 で ある . 


NES 


Phillip Ackery 及び Goulven Keineg 両氏 (大 英 自然 史 博 物 館 ) に は 同 館 所 蔵 資料 の 教示 ・ 入 手 で お 世話 
に な っ た .Colin Fenton J& (Cambridge 在住 ) は M. A. Fenton 氏 の 個人 情報 及び P.&O. 社 関係 者 Stephen 
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Rabson 氏 の 情報 を ご 提供 頂い た . 文部 省 往復 文書 は 東京 大 学 大 学 史 史 料 室 資料 を 参照 し た . 往復 文書 
の 解読 に 関し , 石川 健氏 (宇都 宮 市 ), 英文 手紙 の 讃 解 と 本 稿 英文 作成 で 小林 隆 久 氏 (宇都 宮 大 名 誉 教 
授 ), 各 文献 利用 の 上 で , 大 英博 物 館 に 関し 広渡 俊哉 氏 (大 阪 府 大 ), 勅 任 視 学 官 に 関し 高 妻 紳 二郎 氏 ( 九 
州 産業 大 ), Rymer Jones 氏 に 関し て サッ カー 関連 事項 で 阿部 生 雄 氏 (筑波 大 ), Scotland 学派 関連 事項 で 
北 政 巳 氏 (創価 大 ) の 各位 に 懇切 な 教え を 受け た . これ ら の 方 々 に 厚く 御礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


1. Profiles of an English pioneer Entomologist in Japan, Montague Arthur Fenton, have been a little by little 
clarified recently, including exact routes of his collecting journeys in Japan, and also with his life after he 
went back home in England. 


2. Unclarified important question is on his direct purpose and time of visit to Japan. As he worked as a sin- 
cere English teacher in Japan from January of 1874, that role was hitherto regarded as important. A recently 
found document, however, told that the job was occasionally offered to him after his arrival in Japan. 


3. From a newly found newspaper article, the name “Mr. Fenton", with Miss A. Fenton, can be found in the 
passengers list of English steamer Avoca, arrived at Yokohama on 28th July 1873. 


4. Another article tells that his sister Isabella Fenton got married to R. O. Rymer Jones on 2nd Aug. 1873 at H. 
B. M.'s Legation in Edo. Although it is not yet sure whether “Mr. Fenton" is identical with M. A. Fenton 
himself or not, it can be highly presumable that primary motivation of M. A. Fenton's trip to Japan was to ac- 
company and attend his sister's marriage ceremony in Japan. 


5. It is estimated that Fenton had an acquaintance with A. G. Butler of The British Museum before coming to 
Japan. Fenton's ambition to survey butterflies and other insects of Japan, which were poorly known to 
European knowledge at that time, might have encouraged his expenditure to the oriental region, as a young 
naturalist of that Victorian age, probably preparing a several-year stay from the first. 


6. Fortunately he found a job as an English teacher, and this supported his stay aferwards in Japan. 
Employment in the Govermental Institution afforded his journeys throughout the country. Besides, nature, 
cultures and human-relations he met in Japan, which he was fond of so much, might have prolonged his 
schedules. 


7. He left Japan on 4th Apr. 1880 after his 6-years and 8 months stay in Japan. During that period, his collect- 
ing tours covered the eastern mainland and Hokkaido of Japan. 


8. Correspondence between Fenton in Canada and Riley, N. D. of the British Museum is printed in this paper. 
In the letters in 1913, Fenton sent insect specimens of Canada twice requesting to purchase them. The 
Museum purchased them at a little expence. 


9. His collection on Japanese butterflies including type specimens were already deposited in the Museum at 
the time of 1921. After consulting on it by the letters of 1923 between Riley and Fenton, the specimens were 
registered by the Museum in 1923. Fenton was seventy-three-year old at that time and he probably consid- 
ered after his death. 


10. From the letter of Fenton, it can be supposed that he had great attachment for that collection as well as his 
love for the experiences and friends during his stay in Japan. 


11. M. A. Fenton has hitherto been considered to be an English teacher of foreign employee, and collected in- 
sects as a side-buisiness. Now, his purpose of visit to Japan seems to be altered into a motive as a Victorian 
naturalist, who was intentionally interested in the unrecorded insect faunas and in surveying them in Japan. 


(Accepted August 7, 2007) 
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Appendix 1. フェ ント ン が ギュ ンタ ー へ 宛て た 手紙 (大 英 自然 史 博 物 館 ・ 蔵 )・ 和 訳 . Günther 書簡 [大 英 








博物 館 蔵 ] 
46 Linden Gardens リン デン ガー デン 
High Road ハイ ロー ド 
Chiswick チズ ウィ ッ ク 
April 9th /85 18854£4 H9 H 
My dear Sir 
In reference to our 親愛 な る 閣下 


conversation on Sat. 

Mar. 21st ult. concerning 
the post for the Coleoptera, 
you may remember sug 
-gesting that the matter of 


先月 3 月 21 日 土曜 
朝 元 目 の 職 に つい て の 
私 達 の 話 の 中 で , 私 を 
短期 間 だ け 定 員 外 職員 の 
準備 . つ まり 試し に 


age in excess Of the extreme 採用 する の な ら 

limit might be waived, 年 齢 制限 が 外さ れる か も 
and the Civil Service 知れ な いし , 

Examination avoided, by 公務 員 試 験 を 

taking me on as a 受け る 必要 が な いと 


supernumerary for a short 
time in preparation or on 
trial. May I ask when 

the duties appertaining to 


仰せ に な っ た こと 

を 覚え を て お いで で し ょ うか ? 
その 職 に 関連 する 次 務 は 

何時 か ら 始 まる の で し ょ うか ? 





ine pest should DS 何故 な ら 私 は ( 法 的 に で は 
as I feel myself bound あり ませ ん が ) ケン ブリ ッ ジ 大 
(not legally) to finish 応用 生物 学 コ ー ス の 実験 を 


demonstrating in the 
course of Practical 
Biology in the Camb. 
Univ. Lab. & not to leave 
Mr. Sedjwick in the lurch. 
The course continues 
to the end of next May. 
Iam Sir 
Yours obediently 


終わ ちら せる 責任 を 負い , 

セ ジ ュ ウ ィ ッ ク 氏 に 任せ る 

わけ に は 行か な い の で す . 
この コー ス は 次 の 5 月 末 
まで 続き ます . 


敬具 


モン タ ギ ュ A フェ ント ン 





Montague A.Fenton 南 ケ ンジ ント ン 
Dr. Guinther 自然 史 博 物 館 
Nat.Hist.Mus. ギュ ンタ ー 博 士 御中 


S. Kensington 





Appendix 2. Correspondence between Riley N. D. and Fenton, M .A. (Coll. The Natural History Museum). 





Letter Riley wrote Fenton wrote in[ ]: crossed out letters. 
① 1913vii5— { }: inserted letters. 
② で 1913.viii 24 
③ — 1913.xii 8 
QD 1913.xi29— 
© — 1914. i21 
(8 1914. ii 6 —> 
List [1921.v 16]-Appendix 4 
D < 1923. ii16 


1923. iii 5— 
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Letter (1) 
draft] 
Dear Sir 


[BM paper: Handwriting 


5. VIIL13 

In reference to the Lep you forwarded 
to the Museum 

Some time ago from Nanaims, 
Vancover 2, I am[afraid there are not 
many we wish to keep.]able to give 
you the following details. 

I have entered (my pr list) the 
names of all the butterflies as far as I 
amableto . 

It is not always easy to identify 
; those which the 


a) 


unset material 
Museum would like to keep I have 
marked with a tick (V ); for the 
moth(x) I am unable to obtain names, 
though Sir George Hampson tells me 
[there are some which he would like 
to keep]he does not want any of them. 

Of the twelve specimens marked as 
wanted, 9 are from new localities, the 
other 3 being forms apparently unrep- 
resented in the Museum Collections, 
viz a Chrysophanid & 2 skippers. 
Chrysophanid- 

I have spoken to Mr. 

Gahan with regard to making an offer 
for the specimens, but he finds himself 
unable to give more than £1 for them 
. i.e. the twelve selected specimens. 

Of course if you do not want the 
other specimens seted we shall be 
pleased to keep them, but are unable 
[to nam] to give you anything for 
them. I might also suggest that a very 
usual arrangement the Museum en- 
ters into is to keep specimens in ex- 
change for names. | 

Iam enclosing your list, but retain- 
ing the specimens for the present, 
and to be pleased to hear whether this 
offer is acceptable to you. 

Your faithfully 
MA Fenton 
Enq ND Riley 
[2] 5th Aug. 1913 


Letter (2) 
W. D. Riley Esq Post Office 
Royal Oak 
Victoria B.C. 
24 August 1913 
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Dear Sir 

I am in receipt of your letter of 5th 
inst. for which I am much obliged, 
returning to me the list of B.C Jepi- 
doptera. 

I accepted Mr.Gahan's offer as to 
the sum of £1, in view of his state- 
ment of the small amount of fund 
available for the B.M. 

The unbought specimens are at the 
disposal of the B.M. 

I send a small box of specimens 
with a list of things caught since my 
first consignment but I have been too 
busy to collect many. 

Kindly note my change of address. 

Yours sincerely 
M.A.Fenton 
(new list enclosed) 


Letter (3) 
Post Office 
Royal Oak 
Victoria B.C 
8. XII.13 

Dear Mr Riley 

In reference to 
your letter of 5th 
August stating that 
Mr Gahan offered 
£1 for 12 specimens 
received from me, 
I wrote to say that I accepted, 
but so far have 
not received 
any such remit 
tance. 

No reference 
has been made 
to a further 
consignment of 
specimens sent 
with my letter. 


Yours faithfully 

M.A.Fenton 
Letter (4) 

[BM paper: Handwriting draft] 
D Mr Fenton 29.XIL13 


In reply to yours of 8th Dec. 

I regret that no remittance has 
reached you as yet in respect of the 
specimens received from you. The 
amount will be forwarded you shortly 
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after the next meeting of the Mus tea 
and shall reach you sometime in 
February 1914. 

With regard to the further consign- 
ment of specimens received in Sept. 
last and for which thro' some over- 
sight no acknowledgement has been 
sent; I have been thro' the butterflies 
and have marked some 15 of them 
which I sh'd like to retain. Mr Gahan 
tells me however that he is unable to 
offer more than ten[10] shillings for 
them having regard to the numbers of 
more valuable collections for which 
money is required. In view of these 
facts it may seem to you scarcely 
worth while sending us further speci- 
mens for purchase, thou I shall al- 
ways be pleased to receive butterflies 
[specimens] in exchange for names. 

Sir George Hampson tells me the 
moths are all common species and 
does not require any of them. 

Iam keeping the specimens and the 
list until I hear from you. 

Yours 
NDR 


Letter 6) 
Post Office 
Royal Oak 
Victoria B.C. 
21st Jan.1914 
Dear Mr Riley 
Thanks for your letter of 29th ult. 
I think Mr Gahan puts a 
very small value on the fifteen 
butterflies you are retaining 
but I have no recourse but to 
submit to the terms. 
I suppose the two remittances 
will be sent together. 
I hope there was something 
of interest in the fifteen sent. 
I am looking forward to 
having the list. I am not 
so well placed here as I was 
in Nanaims but hope to be 
able to make some trips into 
the moutains next season. 
The weather has been 
very mild but stormy 
up to date. 
I trust we shall | 
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not have to pay for it 

by having a cold spring. 
Yours faithfully 
M.A.Fenton 


reverse direction 


Feb 8 
12Rhop Canad £1 0 0 
15 " 10 0 
(very faint) 
Letter (6) 
[BM paper:Handwriting draft] 
6.3.14 
D Mr Fenton 


I am returning you[your] the list of 
specimens sent in your last consign- 
ment and hope it will be of use to 
you. 

I trust a remittance from the 
Museum has reached you by now. 

Shall I return you the specimens we 
do not require? 

I should like to point out that I am 
going considerable out of my way in 
naming for you insects for which we 
are paying. 

I [have nolam pleased at any time 





N 
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to name things provided we receive 
some in exchange for the names. 
[estim. Riley] 


Letter D) 

[paper : 42, VICTORIA AVENUE, 
WHITLEY, R.S.O. NORTHUM- 
BERLAND.] 

General Delivery 
Victoria B.C. 
16-i-23 
Dear Mr Riley 

Iam writing 
to ask if you will 
be so kind as to 
paste the enclosed 
paper over the 
one already attached 
on the back of 
my pedestal cabinet 
of Japanese | 
lepidoptera, so 
that my daugther 
Sylvia will be 
able to claim it 
after my death. 

Apologising for 
giving you this 


trouble. 
Iam 
Yours sincerely 
Montague A.Fenton 


Letter (8) 

[BM paper: Typewritten draft] 
5th March 1923 

Dear Mr Fenton, 

I am in reciept of your letter of 16th 
February and have had the label, 
which you enclosed, pasted on the 
back of your pedestal cabinet of 
Japanese Butterflies, as requested. 

Should you care to reconsider the 
question of disposing of this collec- 
tion I should be pleased to hear from 
you and to go into the question again, 
with a view to purchasing either the 
type specimens contain- in it, sepa- 
rately, or the collection as a whole. 

[In the latter case of course the 
price should include the cabinet, 
preferably, as the cost of sending that 
to you empty would be so high] 


Yours sincerely 
signature [ND Riley] 


Appendix 3. ライ レイ ,N.D. と フェ ント ン ,M. A. と の 往復 手紙 (大 英 自 然 史 博物 館 ・ 蔵 ) 





N. D. Riley >< M. A. Fenton 往復 手紙 8 通 [ 大 英 自 然 史 博物 館 ・ 所 蔵 ] 


[注記 : Fenton 氏 の 手紙 は 受け 取っ た 全文 . Riiey 氏 の も の は 下書き な の で , 


性 を 含む ] 


① 1913 年 8 月 5 日 
拝啓 . 貴 方 が 以前 Nanaims, 
Vancouver 2 か ら 博 物 館 へ 送ら れ た 
鱗 凌 上 類 に 関し て 以下 の 詳細 を お 伝 
X bx. 
YVAROSTOMICHRS Z} 
名 前 を 記入 し まし た . 展 次 し て いな 
い 標 本 を 同定 する の は 必ず し も 容 
易 で あり ませ ん が , 博物 館 が 保管 し 
た いも の に つい て は 印 ひ ) を 付け ま 
Lez: 
ix)ulowciigzmsimsse 
ん が , G. Hampson 卿 は どれ も 必要 
と し な いと 言っ て いま す . 必要 と 
印 し た 12 標本 の 内 , 9 頭 は 新 産地 の 
も の で す . 他 の 3 頭 , 即ち ベニ シ ジ 
ミ 1 頭 と セセリ チョ ウ 2 頭 は 明らか 
に 博物 館 収 蔵 の 標本 に な り ま せん . 
私 は Gahan 氏 と 標本 の 売値 に つ 











いて 話し まし た が , 彼 は これ ら 選 ん 
だ 12 標 本 に つい て 1 ポン ド 以 上 は 
出せ な いと 言っ て いま す . 

他 の 標本 群 $ 貴 方 が 要ら な い の 
な ら 喜 ん で 保管 し ます . し か し , 代 
金 は お 支払 い 出来 ませ ん . そし て 通 
常 の 博物 館 の 手順 に 従っ て , 標本 に 
名 前 を 付け て 保管 する こと に な り 
ます . 貴方 の リス ト は 同封 し ます が , 
庁 本 は 当面 お 預かり し ます . 

貴方 が この 申し 出 を 受理 で きる 
か お 返事 を 聴け れ ば 幸い で す . 敬具 

M.A. フ ェ ン トン 様 ND ライ レイ 











@ 1913 年 8 月 24 日 
W.R. ラ イレ イ 様 
今月 S 日 の お 手紙 で , British 
Columbia の 鱗 交 上 類 の リス ト を お 返 
し いた だ き 感 謝 し て いま す . BM が 





発送 し た 手紙 で は 変更 が あっ た 可能 


利用 で きる 基金 が 少な いと の 
Gahan 氏 の 言明 に 鑑み , 私 は 彼 の 
し 出 , 即ち 合計 1 ポン ド を 承知 し ま 
す . 購入 し な い 標 本 に つい て は BM 
に お 任せ し ます . 
最初 の 委託 品 の 後に 捕らえ た 標 
本 と リス ト を 小 箱 に 入れ て お 送り 
し ます . 

沢山 の も の を 集め る に は 私 は 忙 
pus b 
住所 の 変更 に ご 留意 くだ さい . 

敬具 

M.A. フ ェ ン トン [ 新 リ スト 同封 
し ます ] 





























③1913 年 12 月 8 日 ライ レイ 様 
拝啓 .8 月 5 日 の 貴信 に 関し , 私 
か ら の 12 標 本 に 1 ポン ド と いう 

Gahan 氏 の 申し 出 を 承知 し た , と お 
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手紙 し まし た が , 今 の 所 未だ その 送 
金 は あり ませ ん . 手 紙 と 共に 送っ た 
追加 の 標本 委託 品 に つい て る も 何 の 
言及 も あり ませ ん が . 


④1913 年 12 月 29 日 フェ ント ン 様 
12 月 8 日 の お 便り に 関し , 貴方 の 
標本 に 対す る 送金 が 届い て いな い 
こと は 申し 訳 あ り ま せん . お 金 は 次 
の 博物 館 茶 会 の 直後 に お 送り し, 
1914 年 2 月 に は 届く と 思い ます . 

去る 9 月 に 受け 取っ た 更 な る 委 
託 品 に 関し て は , 手 落ち に よっ て 受 
け 取 り が 送ら れ て いま せん . 私 は 蝶 
に すっ か り 目 を 通し , その 15 頭 ほ 
ど は 頂き た いと 思い ます . 

La Gahan 氏 は , 他 に 多く の も 
っ と 価値 ある 葛 集 に お 金 が 必要 で , 
これ ら に 対し 10 シリ ング 以上 は お 
支払 いで き な い と 言っ て いま す . 

これ ら の 事情 か ら , 我々 あて 更 な 
る 標本 を , 購入 の た め に お 送り 下さ 
る 意義 は 殆ど な いと 思い ます . た だ 
し , 私 は いつ で も 喜ん で 蝶 を 受け 取 
り 名 前 を 調べ ます が 

G. Hampson 帰 は 賊 が 全て 普通 種 
C, どれ ゃ 不要 と 申 さ れ ま し た . お 
返事 を 頂く まで 標本 と リス ト を 保 
ELET. 早々 ライ レイ 








⑤1914 年 1 月 21 日 
ライ レイ 様 


Fenton の 日 本 訪問 と 大 英博 物 館 


先月 29 日 の お 便り 有り 難 う ご ざ 
いま し た . 貴方 の 保管 する 1$ 頭 の 
蝶 に 関し , Gahan 氏 は ご く 僅 か な 評 
価 し か 与え て いな いと 思い ます が , 
お 申し 出 の 価格 に 従い ます . TOO 
支払 い は 一 緒 に お 送り 下さ れ ば 幸 
いで す . 

お 送り し た 13 頭 中 に 何 か 興 味 あ 
る も の が ある と いい の で す が 

リス ト を 待っ て いま す . Nanaims 
に 居 た 時 より も ここ は 地の利 が 劣 

り ま す が , 次 の 時 期 に は 山地 淀 へ 行 
っ て 見 た いと 思っ て いま す . この 所 
荒れ 模様 で す が , 気候 は 大 変 穂 や か 
Cd. 冬 が 楽 な 分 , 代わ り に 春 が 寒 
いと いう こと が な けれ ば いい の で 
す が . 敬具 

M.A. フ ェ ン トン 

















⑥1914 年 3 月 6 日 

フェ ント ン 様 

先日 の 委託 品 の 標本 リス ト を お 
返し し ます が , お 役に立て ば 幸い で 
3 

博物 館 か ら の 送金 が 到着 し た 頃 
と 思い ます . 我々 が 必要 と し な い 標 
本 を お 返し し まし ょ うか ? 我々 が 
購入 する 昆虫 に , 随分 回 りく どい や 
り 方 で 名 前 を 付け て いま すね . 
ある 程度 まとまっ た 数 を 受け 取 
れ ば いつ で も 喜ん で 名 前 を 付け ま 
す . 
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[署名 な し : 推定 ライ レイ ] 


@ 1923 年 2 月 16 H 
ライ レイ 様 
お 便り する の は 日 本 の 蝶 を 入れ 

た 私 の 脚 付 き 標 本 棚 の こと で す . 前 

か ら そ の 背面 に は 紙 が 貼っ て あり 

ESTA, その 上 に 同封 する 用 紙 を 貼 

っ て 頂き た い の で す . 私 の 死後 , 娘 

シル ビア が 所 有 権 を 主張 出来 る よ 

うに する た めで す . 

ご 迷惑 を お 掛け し て 申し 訳 あ り 





ませ ん . 敬具 

M.A. ブ フェ ント ン 
⑧1923 年 3 月 $ 日 
フェ ント ン 様 


2 月 16 日 の 貴信 を 受け 取り , Fs] 
封 さ れ た 用 紙 を お 申し 出 の よう に , 
中 方 の 日 本 の 蝶 ・ 標 本 棚 背 面 に 貼 
り ま し た 。 

この コレ クシ ョ ン を どう する か . 
の 問題 を 再度 お 考え に な っ て お 返 
事 を 頂け ませ ん か . 購入 に 際 し , こ 
の 中 に ある 基準 標本 だ け に する か , 
コレ クシ ョ ン 全 体 と する か の 問題 
を 解決 出来 る と 幸い で す . [後者 の 
場合 , お 望み な ら 勿 論 価 格 は 標本 棚 
を 含み ます . 棚 を 空 で 送る の は 高く 
付く で し ょ うか ら ] 




















Appendix 4. Fenton O HÆRE 7 Ab (Riley 作成 : 活字 化 ) (大 英 自 然 史 博物 館 ・ 蔵 ). 
Appendix 4. Fenton's collection of Japanese butterfly list (made by Riley, N. D., its typing). (Coll. The 


Natural History Museum) 


FENTON COLL. 
(List of Type Specimens in) 
Dt. 1. Araschnia obscura Fenton 
nil 
. Erebia scoparia Butler 


Art. 


. Grapta lunigera Butler 
Vanessa connexa Butler 


5. nil 
6. Lycaena pseudoaegon Butler 
7 iburiensis Butler 
d alope Fenton 
7. Thecla ibara Butler 
^ orsedice Butler 
ク butleri Fenton 
ク regina Butler 
ク signata Butler 


Type Cotype [Japanese name 訳注 ] 
1g 13 カマ タラ 
1 1d ベニ ー ヒ カゲ 
1 ー シー タテ ハ 

28 PEARY 
IST Aes VAS 
14 AeA? S 
1612 シル ビア シジミ 
1$ ウラ キン シジミ 
1 〒 ウラ クロ シジミ 
1$ ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ 
is 1$ ミド リ シ ジ ミ 
1? ダイ セン シジミ 
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240 中 村 和夫 ・ 松 田 真平 
Strymon fentoni Butler 1$ 1 カラ ジジ ジミ 
8. nil 
9. nil 
10. Papilio dehaanii var. tutanus Fenton 1219  1$- カラ ス ア ゲハ 
11. nil 
12. Leptosia morsei 161-4 1S エゾ ヒメ シロ チョ ウ 
841094 742394 
ie 18 Types 
10 Cotypes 
16/5/21 
NDR 
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